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日本舞踊の基礎動作 「オクリ」に現れる女 らしさの特徴解析

丸 茂 祐 佳1, 吉 村 ミ ッ2,
小 島 一 成2, 八 村 広 三郎3

The logical and numerical analysis of traditional performing arts including Traditional Japanese Dance has

long been considered to be almost impossible. However, the recent motion capturing technique has made

quantitative processing of dance body motions possible. We have been studying about the analysis of

Traditional Japanese Dance by using motion capture systems,  and already reported the quantitative

characteristics of the class of fundamental motions "Okuri" focusing on the motion of ankles. This paper

describes the investigation about "Tame" pattern found in motion of ankles. The result of the analysis

implies the "Tame" pattern in ankles might be resulted from the subtle time lags of the motions in shoulder,

breast, hip triggered by the vertical motion in the center of the gravity. Thus, the result of the research

shows the possibilities of extracting the characteristics of feminine impression by the motion analysis of 

fundamental motion "Okuri".

1 まえがき

近年は, 文理融合の研究が盛んに試みられ, 芸

術のデジタルアーカイブ化が進み, 「舞踊」 とい

う無形のものにまで情報技術を応用した研究方法

が浸透してきた6日 本舞踊の場合もその例に洩れ

ず, 「振 り」のデータ解析か ら 「構 え」に対する

特徴量を求め, これらか ら舞踊の熟達度の指標を

出す成果も挙げられてきた[1][2]。

日本舞踊という体験的に身につけてい く伝統芸

能は, 技術や形の表層的な模倣だけで体得される

ものではなく, それを裏付ける内面的な心の働き

がもっとも大事である。時間とともに消えて行 く

という無形の質にくわえ, さらに個人の精神性が

求められる日本舞踊の芸は, 本来, 科学では計 り

知れない奥深いところを有 しているのはあえて言

うまでもない。

しかし, 我々はその日本舞踊の芸のもとになる

基礎の部分を数量化 してい く研究方法は有効だと

考えている。その基礎の部分とは, たとえば熟達

度の指標 に用いられた 「構え」の姿勢もそうであ

り, また 「オクリ」なども舞台で表出される芸を

支えるための日常の稽古で習うべ き技術上の基本

と捉えてよいだろう。

現在, 我々はオクリという基礎動作を中心 とす

る古典技法に対する動作データ解析の研究 を行っ

てきてお り, これまでに丸茂の学位論文[31(以下, 

先行研 究 と称す)で 分類 されたオク リの うち, 

「女性的表現」 と 「説明的動作」と呼ばれている

ものを取 り上げてきた14]15116]。まだ多 くの課題は残

してはいるものの, 「女性的表現」のオクリでは, 

モーションキャプチャによる計測によって, 足の

歩みを進めるときの足首に付けたマーカの縦方向

の動きに見られる粘 りのある変則的な波形を捉え

てきたが, この現象と 「しっとりとした女 らしい

印象」を与える表現 との問に何 らかの関連がある

のではと予想された。

そこで本論文は, 既発表の"日 本舞踊の基礎動

作 「オクリ」に現れる娘形技法の特徴"[5](以下,

前報告と称す)と 関連付けながら, 今後の課題 と

して提示した 「足首における足の 「タメ」に関す

る吟味は, 肩, 胸, 重心などの指標値 と関連付け

て, それらの関係を探る必要がある」 について, 

吉村が各部位の指標を追加 して考案 したアルゴリ

ズムを用い, 肩や胸を使って 「しっとりとした女

らしさ」を表現 しようとするとタメるような足使

いが現れるという, 身体動作のメカニズムを解明

することを目的とする。

2 本研究の背景

2.1 オクリについて

オクリという動作は 「進行方向の足を斜め前に

出 し, 次に逆の足を入れ込み, 再び進行方向の足

を出して, 舞台の上手または下手へ3歩 進むこと」

である。女役 ・男役 ともに用い られ, ことに娘形

では人物の心情を想いなが ら踊る場合が多 く, 心

情の度合いによって肩や胸を充分に使って 「しっ

とりとした女 らしい印象」を与える。

先行研究では, オクリを全部で65例 抽出し, 5
つの用途に分類 しだ71。それ らを測定 した結果, 

娘形で用いるオクリは総体的にチラシ部分ではほ
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とんど使われないこと, また習得課程81の初期段

階, 中期第一段階で習う作品で もほとんど使われ

ていないことがわかっている(3.2.1参 照)。

2.2『 妓楽踏舞譜』のオクリ

『妓楽踏舞譜』は嘉永7年(1854)に 初代西川

鯉三郎が門弟のためにまとめた舞踊譜である。そ

のなかに 「送」と付けた譜語が12あ る。それらの

うち先行研究では6つ に絞った。本研究 と関連の

あるのは送之部の 「仮名送」 と指扇之部の 「送」

で, 前者は 「女性的表現」, 後者は 「説明的動作」

に該当する。以下に原文を挙げる191。

指扇之部
一 送ハ 老松 小松のかげへ

此ブ リハ, 舞地ニハ用 ヒヌモ ノ。

河 ・海 ・風 ・山道, コレラノ文句二

用テヨシ。

送之部
一 仮名送令

此ブリハ, 扇ニテモ, 手ニテモ, 同

ジコ トナリ。関ノ戸宗貞ノおふうち

山 ト云処, 又扇ナレバ, 御所車二梅

がのきばに ト云所ニアリ。又手巾ナ

レバ, 滝夜叉ノびゃうぶひとヘ ト云

処ナリ。

2.3 娘形技法のオクリ

先行研究では, 娘形作品で多用されるオクリに

ついて, 「女性的表現」のオクリを中心に類型を

集め整理 し, オクリを含んだ娘形技法は5種 類を

案出できている。

a1. 片手を返 したオクリ

a2. 片手を胸辺 りに添えたオクリ

a3. 袖を抱いたオクリ

a4. 快で差 しなが らのオクリ

a5. 手を口元に当てたオクリ

これらのうち, a1. a2. a3. a5.は 『妓楽踏舞譜』

送之部 「仮名送」 に該当 し, a4. のみ, 色之部

「送」に該当する。以下, その原文 を挙げる[10]。

色之部
一 送三 土佐絵 月のむさしのしなの雪

此振ハ, 袖ノ送リナリ。女事, イヅ

レニ用ヒテモヨシ。

3 舞踊動作のデ-タ

3.1 オクリデータの取得

本研究ではデータの取得に光学式モーションキ

ャプチャを利用 した。動作者は実際に研究に従事

した丸茂が行った。本 システムによって得られる

動作データはフレーム毎のマーカのX, y, Z座 標

の値が羅列 されているC3D形 式 と呼ばれるもの

で, 動作者の右腰か ら左腰に向かう方向がx軸

の正方向, 床平面の垂 直方向がy軸 の正方向, 

床面の前方がz軸 の正方向である。フレームとは

時間単位で, ここでは1/30秒 である。

これをFILMBOXと いうソフ トウェアを用いて,

動作者の人体に取 り付けたマーカの追跡データと

し, これをTRC形 式データで出力 した。 さらに

以後の解析に使用する32個のマーカの位置データ

に変換 した。 これに加えて小道具の傘 ・枝(稽 古

棒で代用)や 扇にもマーカをつけた(図1参 照)。

オ ク リ65例 につ い て5つ の用 途 に分 け た分 析 表

([3]の 資 料 篇II)を 基 に, オ ク リ そ の もの の 動 作

の 部 分 の み と, そ れ に付 随 す る動 作 を含 め た振 り

を計 測 し, 合 計 で130の デ ー タ を 取 得 した[11]。そ

して, これ ら130の デ ー タ に, okuri 1, okuri l a,

okuri 2, okuri 2 a…, okuri65, okuri65a と

い う よ う に番 号 を付 した。 こ こ で, aはaddの 意

味 で, オ ク リに 付 随 す る動 作 を含 め た デ ー タ に付

け た。 こ れ らを 本研 究 で は オ ク リ番 号 と称 し, 以

下, オ ク リ番号 で 扱 う こ と にす る(okと 略 す)。

3.2 オ ク リの デ ー タベ ー ス化

3.2.1 女 性 的 表 現

オ ク リ65例 の 中 で 「女 性 的 表 現 」 の オ ク リ は,

ok 3, 4, 8, 10, 15, 19, 26, 34, 35, 39, 

42, 48, 49, 53, 54, 55, 58, 61の18例 で あ る

(作 品 と歌 詞 の 対 応 は表1に 示 した)[12]。そ れ らを

習 得 課 程 の段 階 別 に オ ク リ番 号 を分 類 す る と, 次

の 通 りに な る([8]参 照)。

1.初 期段 階 =ok42

2.中 期 第 一 段 階=な し

3.中 期 第 二段 階=ok 3, 4, 8, 10, 15, 19

4.中 期 第 三 段 階=ok26, 48, 49, 53, 54, 55

5.後 期段 階 =ok58, 34, 35, 39, 61

3.2.2 説明的動作

本論文の目的は 「女性的表現」のオクリが肩や

胸を充分に使って「しっとりとした女 らしい印象」

を与えるメカニズムを探 ることにあるが, その比

較にオクリの基本型である 「説明的動作」 を対象

にした。従って, これについても説明してお く。

 「説明的動作」のオクリは, ok12, 14, 16,

図1: 動作者のマーカ位置
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表1: 女性的表現と説明的動作のオクリ
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8, 20, 21, 24, 27, 40, 41, 43, 47, 50, 65の

14例である(作 品と歌詞の対応は表1に 示 した)。

説明的動作は段階別に習得されるものではないの

で, ここでは習得課程の段階別によるオクリ番号

を分類することはできない。

3.3 オクリに関する指標

3.3.1 足首の指標

オクリは左右(舞 台の上手斜め前 ・下手斜め前)
へ進行する。オクリは摺 り足では行えないので, 

足を運ぶ ときは踵が上がる。従って, 両方向への

オクリの動作を捉えるためには床面に垂直上方向

(高さ)の 動 きを調べればよいと考えられる。本

研究で用いる3次 元座標系は床平面の垂直方向が

y軸の正方向であるから, 計算にはy軸の値のみを

用いている。

図2は, オクリの3歩 について両足首のマーカ

が捉えたy座 標値の時系列データで, オクリの足

使いの説明を容易にするために 「山1」 「山2」

「山3」 という用語を使用する。すなわち,「山1」

は1歩 目で最初の足首が作る第1の 山,「 山2」

は2歩 目に逆の足が作る第2の 山,「 山3」 は3

歩目に作る第3の 山である。つまり, 進行方向の

足が山1, 山3を 作 り, 逆の足が山2を 作る。

以下では, 図2に 基づいて, 指標測定のために

用いる記号についての説明をす る。1

t1, t2=山1, 2, 3の 頂点の問の時間。

t3, t4=山2の 頂点から始点, 終点までの時間。

s1, s2=山2の 始点から頂点, 頂点か ら山2

の終点までのそれぞれの面積。

前報告で, 「女性的表現」における足首の動 き

の特徴 を表す指標を以下のように定義 した。

1. 間隔比rl:山1と 山2, 山2と 山3の

それぞれの頂点問の時間間隔(t1, t2)の

比。

2. 山2の 時間比r2:山2の 始点か ら頂点

までの時間(t3), 頂点から山2の 終点ま

での時間(t4)の 比。

3. 山2の 面積比r3:山2の 始点か ら頂点

までの面積の大 きさ(sl), 頂点か ら終点

までの面積の大 きさ(s2)の 比。

4. 山2の 平均面積比r4:そ れぞれの区間

長で平均 した面積の比。

3.3.2 上半身の指標

足首の動作に関する吟味は, さらに重心を含む

左右腰, 胸, 左右肩の指標値を関連付けて, それ

らの関係 を探 る必要があると考えてきたことはす

でに述べた通 りである。オクリでは2歩 目は足を

入れ込むため, (1)伸びて, (2)沈み, (3)元に戻る,

という動作になる。従って, 左右腰, 胸, 左右肩

の指標値についても, 床面に垂直上方向(高 さ)

のy軸 の値のみを用いることに した。なお, 本研

究ではルー トマーカの示す位置のことを 「重心」

と呼ぶ(図1参 照)。

 今回, 吉村が考案 した指標計算アルゴリズムを

用いてオクリの上半身(肩, 胸, 重心, 腰)の 動

作について調べたところ, 重心をはじめとする各

部位の描 く波形において, 山1, 山3の 前に, 深

くはないのだが, へ こんだ所(谷)が 見 られた

(図3参 照)。 動 きの中心は重心である。従って, 

ここでは, 重心の動きに対し, その他の部位の動

きがどれだけズレるかを見るために, 重心におけ

る谷の位置を基準として各部位の波形の谷底点が

どれだけ時間差をもっているかを観察した。そこ図2: 指標測定用記号の説明図

図3: 習得段階別 「オクリ」の時系列の例。比較用として説明的動作の例。図は全て上から左肩, 右肩,

胸, 重心, 左腰, 右腰, 左足首, 右足首, 左手, 右手の10部 位の順。上から4番 目の重心の左端の黒点は

動きの開始点。上から6部 位迄の黒丸は左から谷1, 谷2。 縦の線は足首の山1, 山2, 山3の 頂点を通る。
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で, 次 の 指 標 を追 加 した。

5. 重 心 か ら の ズ レr5k: 各 部 位 と重 心 の谷

点kに お け る ズ レの 大 き さ。kと は谷 底 点

で, k1は 山1前 の 谷 底 点, k2は 山3前 の

谷 底 点。

4 実 験 に よ る指 標 値 の特 長

4.1 足 首の 指 標 値

先 行研 究 で は, 歌 舞伎 舞 踊系 で は中 期 第 二 ・三

段 階 で オ ク リの技 術 的 な練 習 と役柄 や作 柄 に よ り

オ ク リの 使 用 頻 度 を変 え て い る こ と と, 素 踊 り系

で は オ ク リ とい う技 術 の 習 得 を 目的 と した 課程 が

組 まれ て い な い こ と を考 察 した。

 以 上 を踏 ま え て 前 報 告 で は, 実 験 結 果 か ら 「女

性 的 表 現 」 の18例 の オ ク リ を並 べ 替 え, 素 踊 り系

のok42, 48, 49, 53, 54, 55, 58, 61を 抜 き 出

し, 並 べ 替 え た 指 標 値 の計 測 結 果 を表 に 示 した[12]。

そ の後, 実 験 を重 ね て きた 結 果, オ ク リ動 作 の 開

始 ・終 了 時 間 に多 少 の 差 異 が 出 た の で, 本 論 文 で

は新 た な指 標 値 に 置 き換 えた 計 測 結 果 を表2に 示

す。 以 下 は, 新 た な計 測 結 果 に基 づ い た 面 積 比 の

値(r3)に つ い て 説 明 す る[13]。

1. 歌 舞 伎 舞 踊 系 ・中期 第 二 段 階(2-1) の

ok 3, 4, 8, 10は 同 じ作 品 で, 3, 4

がI (出 端), 8, 10がIV (踊 リ地) で 使

っ て い る。1曲 中 に 指 標 値 の 違 う1.00台,

2.00台, 3.00台 が 出 て くる[14]。

2.歌 舞 伎 舞 踊 系 ・中 期 第 二 段 階(2-2)の

ok15, 19はIII(ク ドキ)で 使 っ て い る も

の で5.00台[15]。

3.歌 舞 伎 舞 踊 系 ・中 期 第 三段 階 のok26は,

IIIで使 っ て い る もの で2.00台 で あ る。 これ

はok15, 19よ り小 さ い指 標 値。

4.歌 舞 伎 舞 踊 系 ・後 期 段 階 のok34, 35,

39は 同 じ作 品 で, 34, 35はIで, 39はIVで

使 って い る。1曲 中 に指 標 値 の 違 う1.00台,

2.00台, 3.00台 が 出 て くる[16]。

5.素 踊 り系 ・初 期 段 階 のok42は1で 使 っ

て い る もの で2.00台。

6.素 踊 り系 ・中 期 第 三 段 階 のok48, 49,

53, 54, 55は 同 じ作 品 で, 48, 49がI, 53,

54, 55がIIIで 使 って い る。1曲 中 に 指 標値

の違 う2.00台, 3.00台, 4.00台 が 出 て くる[17]。

7.素 踊 り系 ・後 期 段 階 のok58はIで 使 っ

て い る もの で2.00台。

4.2 上半身の指標値

各部位が描 く波形の谷底点の, 重心の波形の谷

底点からのズ レの指標値(r5k)を 表3に 示す。

本研究で1フ レームは1/30秒であるか ら, 3フ レ
ームで0 .1秒という, きわめてわずかなズレをみ

ることになる。

表2: 定量化 したオクリの指標(間 隔比, 時間比,

面積比, 平均面積比)の 測定値。 比較用として後

段に規則正 しいリズム(間)を とる説明的動作の

オクリ例。
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表3: オクリにおける重心からの各部位のズレ(γ5κ)。左から, 開始点 乞5, 開始点からの重心の動き

開始点gko, 以下, 山1及 び山3前 の谷底点について, 左肩, 右肩, 胸, 重心, 左腰, 右腰の順に示

す。各値はそれぞれ重心の谷底点gk1, gk2か らの間隔。
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そ こで我々は, 山1前 の谷底点(k1)と 山3

前の谷底点(k2)の 各重心(gk1, gk2)の 動 き

からそれぞれ±5フ レーム以上のズレがあるとこ

ろを検討することに した。「女性的表現」 と 「説

明的動作」で±5フ レーム以上のズレがあるとこ

ろは以下の通 りである。

1.女 性的表現 ・歌舞伎舞踊系で山3前 谷底

点のみにズレがみ られ るのはok 8でIVで

使っている[18]。

2.女 性的表現 ・歌舞伎舞踊系で山1前, 山

3前 谷底点 にズレがみ られるのはok15,

34, 35。ok15はIII, ok34, 35は 同 じ作 品

でIで 使っている。

3.説 明的動作 ・歌舞伎舞踊系で山1前, 山

3前 谷底点 にズ レがみられるのはok41で

Vで 使っている[19]。

5 考 察

5.1 技術習得の段階別指標

先行研究では, 中期段階は1つ の振 りに掛ける

平均速度が速 く, 身体を動かすことに重点が置か

れているという考察をしてきた。 しか し, 前報告

で足首の指標値をみ ると, ok15, 19の面積比 は

5.00台ときわめて大 きく, 速度を遅 くオクヅてい

ることが推測できる。つまり, 時間的にゆっくり

とオクッて胸を丁寧に使う練習をしているとみら

れるので, 中期段階では速度の速い振 りと遅い振

りを適宜織 り交ぜなが ら身体の訓練をしていると

いう大事な手がか りを得たと考えられた。

 また歌舞伎舞踊系 ・素踊 り系を通して中期第三

段階 ・後期段階の面積比は2.00台, 3.00台が多い

と言える。これは, 曲のゆっくりとした速度に頼

らずに女らしいしっとりとした印象を抱かせる踊

り方(息 のタメ方, 胸の使い方, 心情の出 し方)

が要求 されている ことになる。 ことにok26は

okl5と ほぼ同 じ動作のオク リだが, 役柄 ・作柄

の違いで速 く行っていて, そこに難易度の高いこ

とが示されていた。

素踊 り系のオクリは, 技術の習得を目的とした

課程が組まれていないことは先行研究において考

察した通 りで, それが面積比の指標にも現れてい

ることが確認できた。 また 「女性的表現」のオク

リの面積比が2.00台以上であることは, 先行研究

における考察結果のひとつ, 素踊 り系では 「女性

本来の身体の線やそれを活か した流れの美 しさ」

を追究しているということも裏付けた。

5.2 女らしさの特徴解析

「女 性 的表現 」 のオ ク リの面積 比 は14例

(ok61を 除 く17例の うち)が2.00台 以上であった。

それをok42とok49を 例 にとり, 習得段階別でみ

ると(図3参 照), 初期段階で習得するok42よ り

中期第三段 階のok49の ほうが山2の カーブに湾

曲がみ られ, 息をタメた粘 りとみることがで き

だ201。ほかに山2の カーブに湾曲が顕著にみられ

るオクリはok15, 19, 34で あ り, それが表現上, 

しっとりとした印象を与える動きとなっているの

ではないかと推測できた。 そこに我々は, 「しっ

とりとした女らしい印象」を抱かせる質の問題が

定量的に示されることが示唆されていると考えき

たのが, 前回までの研究成果である。

これまでの成果を踏まえ, 今回は, 肩, 胸, 重

心, 腰の指標値と関連付けて, それらの関係を探

った。その結果, 女性的表現の歌舞伎舞踊系 の

ok15, 34, 35は 随所 に±5フ レーム以上のズ レ

がみられる。ok15は しっとりとした女 らしいオ

クリ, ok34, 35は ジィーッとタメた幽艶な趣のオ

クリで, 殊にok15, 34は すでに触れた通 り山2

のカーブに湾曲が顕著にみられるオクリである。

 それらにズレが多いのは, 息を詰めて筋肉の硬

くなった身体を徐々にほ ぐしていくときに, 身体

の各部位を連携させながら別々に使っているとい

う複雑な身体使いをしている証拠であろう。換言

すれば, 重心からの肩, 胸, 腰の時間的な差によ

るズレは身体 を徐々にほぐしていくときの呼吸の

タメとなり, それが足の運びになって現れると予

想されよう。

それは, 本論文の2.2で 「女性的表現」のオク

リは 『妓楽踏舞譜』の送之部の 「仮名送」に該当

すると述べてきたが, 「漢字」に対 して女文字 と

される 「かな」, また万葉仮名のように草体化 し

た筆致で知られる 「かな」--, その名称をかぶ

せて 「仮名送」 と称 した先人の感性には豊かな経

験から得た確かな洞察力 をも立証 している。

6 まとめと今後の課題

前報告では 「女性的表現」のオクリについて

「しっとりとした女らしい印象」を与える動きの

質を定量的に分析 し, オクリが段階を追って習得

される状況を実験的に検討 してきた。本論文では,

この結果を踏 まえて, さらに 「女性的表現」の身

体動作のメカニズムを加えて探究することを目的

としてきた。

 その結果, 「女性的表現」のオクリは, 重心を

含む腰以上の上半身の微妙な時間的なズレが一因

となって足首のタメになって現れているのではな

いか, ということが推測できた。

しか しなが ら, では何故, 5.1で 「時問的にゆ

っ くりとオク ッて胸を丁寧に使 う練習をしてい

る」と考察 したok19に は±5フ レーム以上のズ

レがみ られないのか。そこには人知では計 り知れ

ない科学のメスが入ったとも言える。

 現在, 我々は 「しっとりとした女 らしい印象」

を与える特質について上半身のネジレの問題と関
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連付けて探っており, 腰に関する肩の水平角度の

ネジレは 「説明的動作」のほうが 「女性的表現」

よりも大 きく, 場所 も山3の 頂点により近い地点

で生 じていることがわか っている[21]。これは

「女性的表現」は身体を振 じらずに足 を入れ込も

うとする無理な足使いが タメになって現れている

とも予測できる。だが, ネジレ即ちヒネリは, た

とえば 「オヒネリ」「八文字」「姫振 り」 という技

法でわかる通 り, 本来は女性的な美 しさを強調す

るものである。つまり, その種の 「ヒネリ」 とは

どのように違うのかを含めて, さまざまに検討を

加えていく必要があろう。

 日本舞踊は, 技術や形ばか りではなく, それを

裏付ける心が尊重されるという, 論理的にはなか

なか証明されうることのない伝統芸能のひとつで

ある。だが, 現在は情報技術の性能向上により舞

踊の動きの客観的な計測ができるようになり, 数

式という普遍的な記号でそれを表せるようになっ

た。日本舞踊の 「オクリ」や 「ヒネリ」などの基

礎動作は, その人物の喜怒哀楽の基本的な感情を

移入するための, 言わば"器"で もある。今回, 

基礎動作の 「オクリ」の解析 を通して, 基礎的な

動作のなかに込められた 「女 らしさ」という特質

を定量的に提示できる, ひとつの可能性が示され

たと考えるのである。
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